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「地域で生きる障害者を支える会」会報

住所:横浜市港北区下田町6-31-8 

活動ホーム「しもだJ内

TEL 045-562-3600 

FAX 045-562-5991 

デイサービスとの連携を大切に
一一 重い障害の人も地域の中で安定した生活を一一

昨年の冷夏とは打って変わっての猛暑。都市では自動車を走らせ、冷却のために熱気を吐

き出し・・・赤ちゃんや、車椅子に乗る人など、地面に近いところで動く人達には、いっそ

うつらい夏です。

* * * 
さて、私たち「支える会」も今年度の第一回総会を終え、活動計画などについて話し合いま

した。(報告は別記)

皆が「重度重複障害者も健康で生き生きとした普通の生活を送りたい」という思いで、地

域活動ホーム「しもだ」のプログラムを作り上げてきました。このデイサービスの活動の延

長線上にあるものとして、高齢化する親達の将来を見据え、障害者の安定した生活を考える

と、グ、ループホームは是非とも必要なものでした。

一館目「ょっばホーム」に続き、取りあえず2館目の建設で一息つきましたが、実際には

中身の充実と安定はこれからです。 重い障害をもちながら地域で生き生きと過ごすために

は、グ、ループホームとデイサービスとの連携が不可欠です。ちょうど家族が職員達と力を合

わせて、障害者を支えてきたように。

平成16年度第 1回総会報告

日 時:平成 16年 7月5日(月) 10:30----- 会場:活動ホーム「しもだ」

議題

1. 平成 15年度事業報告について(承認)

グループホーム第二館目「第2ょっばホーム」設立について

開所平成 16年3月29日オープニングセレモニーは4月 14日(水)

所在地横浜市港北区新吉田町5646

2. 平成 15年度収支決算報告について(承認) 平成 15年度会計監査報告について
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ボランティアも 10年

宮田忠夫

グ、ノレープホーム2館目の開所おめでとう御座居ます。第1館目のグ、ループホー

ムから近い場所で休日には両館の交流も出来、道路も安心ですね。これも地域

の町内会又民生委員の皆様方のご支援とお母様方の頑張りがあっての事。

常々高齢者と障害者が一緒に過ご、す入所施設をと区民会議等で、言っておる

のですが、まだまだ港北区では期待できそうにないです。

ょっぱホームとの「かかわり」は定年退職した後のんびり盆栽の手入れ・庭の手入れ・細工物作りと

日々を送っていた所、すべての動作が表えたように感じ、がく然。そんなところに植木の募定をやっ

てくれないかとの相談を受けたのがきっかけで、最初のうちは持参のオニギリを外で昼食をしていた

ところ、職員のTさんに所員と一緒に食事をと部屋に。これがょっぱ所員とのかかわりで、サンパリエ

日吉の宿泊体験場所作り、アミ戸や下駄箱作りと、ボランティア活動を体験。

それから今年の2館目開所、皆さんすばらしい。

何度目かのよっばでの昼食後、作業休憩時コスモスの高橋女史に中を見学しませんか(所員の生

活)と言われたのが“ウンノツキ"。 ボランティアとして積極的に参加、所員達とも気楽に話が出来る

ようになり、朝の挨拶で、先輩のボラさんと所員ハイタッチをして喜び、合っている。私が手を出すと皆さ

ん手を引いてしまう、当時の私は障害のある人に対して、自分は立場が上だと思い込んでいたので、

これだけ君達の為に頑張っているのにナゼと2，3日眠られぬ時があり・・・・。所員の気持が理解でき

るようになった気で、いた自分が、思い上がっていた事を痛感。

年齢や障害のあるなしは関係ない、相手がどんな人間でも、先ずちゃんと近づいてみなければい

けない。あれこれ奮闘してきたが、いつの聞にか支えられていたのは自分の方だったことにあらため

て気付かされた自分の至らなさへの反省の証でもある。その後すんなりハイタッチをしてくれるように

なり、この時のうれしかったこと。

ところが最近では「カミナ引を落とすことが多々反省の毎日です。ょっばの職員さんボランティアさん、

皆さん善い人達で大変な仕事をてきぱきと優しくこなしているのにただ感心し頭の下がる思いです。

私も「しもだ」のボランティア 10年、 70才になり体力的な限界もあり、そろそろこの辺がヒケギワか

な・・・と思う今日この頃です。

|ご入会，ご継続 ありがとうございますI(敬称略〕
〆

《会員)) ((賛助会員》

石立政文 阿部弘美 金子瑠美子 小宮山裕子

鈴木玲子

(16年7月 27日現在〕
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